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§ 1 一般事項

§ 3 柱

§ 4 梁

§ 5 スラブ

§ 6 壁

§ 8 その他

§ 2 共通事項

鉄筋の表示記号は下表による。

又、本標準図になき場合は、JASS5による。

含まない。

2.直径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは細いほうの鉄筋の公称直
経とする。

3.( )内は軽量コンクリ-トの場合を示す。

4.表中にない種類の鉄筋を用いる場合、下端筋の定着の長さ以外
は日本建築学会「鉄筋コンクリ-ト構造計算規準」17条による。

5.梁及びスラブ筋の定着のための中間折り曲げにあっては表中の
定着長さL(又はL*)にかかわらず、柱及び梁の中心をこえてか
ら折り曲げる。

1.圧接継手

2.重ね継手  (下記のいずれかとする。)

3.D29,D32の継手は圧接としなければならない。
4.鉄筋径の差が7をこえる場合は圧接としてはいけない。

4.柱及び梁(基礎梁を除く)の出すみ部分の鉄筋(下図参照)

○下記の1.～6.に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

1.丸  鋼  2.あばら筋及び帯筋  3.煙突の鉄筋

5.単純梁の下端筋、片持ちスラブの上端筋の先端
6.最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋
7.杭基礎の基礎筋(2本以上の杭のベ-ス筋)

丸  鋼    1.5d以上
異形鉄筋    1.7d以上
粗骨材の最大寸法の1.25倍以上

かつ
25以上

鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

○ 印内に継手中心部を設けることとする。ただし、圧接

継手でやむをえない場合は、梁上端より500以上はなすこと。

○柱頭の四隅の鉄筋にはフック
をつけること。
ただし定着長さLを確保でき
る場合はこの限りでない。

○第一帯筋(D13以上使用の事)は、梁面に入れ、その間を設計

スパイラル筋の末端処理及び継手は下記のとおりとする。

135°のフックをつける。

○

2.重ね継手は重ね長さ50d以上とし、12d以上の余長をもつ曲

1.末端は1.5巻以上の添巻きをし、6d以上の余長をもつ曲げ角

り付ける。
600以内に割

ただし圧接の場合は、柱面より500以上はなすこと。

○

○補助筋はD10

柱内に定着すること。ただし柱筋が梁にL以上定着されている

場合は、この限りでない。

○第1あばら筋は柱面に入れその
間を設計ピッチ以下に割り付け
る。

○あばら筋の加工は下図による。

こと。

○

梁面より500以上はなすこと。

○下端筋は水平定着でも可。

○地中小梁で、地反力を受けない場合は、小梁に準ずる。

○梁貫通孔は、はり成の1/3以下
とする。

○孔が複数の場合は中心間隔を、
径(%%129)の3倍以上とする。また
位置は原則として、スパン(lo)

の中央D/2の範囲内とする。
の中央部lo/2の範囲内で、梁成

○補強筋の程度

○溶接金網のピッチは100以下と
し、梁の両面に入れる。

○環状筋は、溶接金網と溶接する

継手位置は原則として下表による。

○定着及び継手長さはLとする。ただし土圧を受ける壁の外側

鉄筋の定着はL*とする。

○1本杭の場合は、立上り筋不要
○立上り部が、40D以上の場合は、フック不要

継手位置(区分図は5-2項で上端筋と下端筋を読みかえる)

○補強筋(定着は20d以上)

t≦50補強なし
100<t≦200 D16 @300 200<t≦300 D16 @200

50<t≦100  D13 @300

○原則として柱・梁の主筋は圧接する。(増築側の鉄筋は水平定着
でもよい)

6.軽微な個所については、係員の承認を得て定着長さを20d程度
とすることができる。

●

記  号

異形鉄筋

丸  鋼

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

●

鉄筋末端部 補助筋の余長は、すべて4d以上

鉄筋の

折り曲

げ角度

図 鉄筋の種類
鉄筋の折り

曲げうちの

り寸法 (D)

備  考

3d

3d

3d

4d

4d

4d

以上

以上

以上

以上

以上

以上

4d 以上

以上

以上8d

6d

スラブつき

梁の

キャップタイ

鉄筋中間部

90°
以下

鉄筋の

折り曲

げ角度

図 鉄筋の使用箇

所による呼称

鉄筋の

径によ

る区分

鉄筋の 鉄筋の折り曲げ

うちのり寸法 (D)

あばら筋

帯  筋

スパイラル筋

鉄筋

スラブ筋

壁  筋

各種

16

19

以下

以上

丸鋼は

以下

異形鉄筋

D25 以下

丸鋼は

異形鉄筋

以上

以下

D29

D41

○梁主筋は原則として通し筋とするが、最上階上端筋は1/3以上

柱面(地中梁の場合は、梁面)より500以上はなすこと。

3d 以上

4d 以上

5d 以上
による

6d 以上

8d 以上

コンクリ-ト

の設計基準強

度の範囲

種 類

鉄筋の

種 類

定 着 長 さ L

一  般

下 ば 筋

小 梁
屋根スラブ

重ね継手の長さ

L

210 以上

270(240) 以下

35d フックつき

以上135

210 未満
45d フックつき

25d

フックつき

15cm

フックつき

35d フックつき

45d フックつき

35d
25d フックつき

または

40d
30d

または

フックつき

15d

25d または

フックつき

10d かつ

15cm 以上

35d

25d フックつき

または

40d

30d

または

フックつき

210 以上

270(240) 以下

以上135

210 未満

コンクリ-トの種類

構造部分の種別

普    通

コンクリ-ト

軽    量

コンクリ-ト

土に接しない

部    分
柱・梁・耐力壁・擁壁

30(20) 30(20)

40(30) 40(30)

土に接する

部    分
基礎・擁壁

50(40) 60(50)

70(80) 80(70)

煙突など高熱を受ける部分 60(50) 60(50)

注) 1.( )内の数値は最少かぶり厚さを示す。

2.打ち放し仕上に対しては、10以上打増し

すること。

腹 筋

巾止筋

受 筋
つり筋

不要D<600

以内

D10
@1000

D10
以内で割り付ける@1000

標 準 継 手 位 置

上 端 筋

下 端 筋

短 辺 方 向

長 辺 方 向

B   D

A   B

短辺・長辺方向 A   C   D

少ない

多い

余長

Dd

d D

余
長

d D

余
長

135°

90°

d
D

L

●

●

a
d d'

e

間 隔:a≧400 芯ずれ:e≦0.2d  d'≧1.4d

L

1.5L以上

L

約0.5L

● ● ●

●

● ●

梁 柱

○鉄筋のあきは、原則として下記による。

かぶり厚さ

1.末端のフックは、定着及び重ね継手の長さには

●

●
400

ho/4

ho/2

ho/4

ho

ho/4

ho/2

ho/4

ho

圧接継手 重ね継手

約0.5L

a≧

150以上L

ho/2+15d以上

ho

L

400以上

400以上

L

ho

ho/2+15d以上

L

e

D

e

LD

e/D>1/6

e/D≦1/6

1.5p

以下

P
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
P

第1帯筋

直交
ばり

第1帯筋

ピッチ以下に割り付ける。

6d
以
上

135°フック スパイラル筋

副帯筋

6d以
上

d

6d以
上

余
長

6d以
上

余
長

d 5d 2d 2dl

d

l:片面溶接

両面溶接
の場合5d以上

1.5巻以上の
添巻

スパイラル筋末端部
溶接の場合

スパイラル筋中間部(重ね継手)

135°折り曲げ

余長6d以上

90°折り曲げ余長
12d以上

90°折り曲げ

余長12d以上
d

135°折り曲げ
余長12d以上

50d以上

50d以上

巾止筋

4d以上

4d
以
上

2段配筋の場合

4d以上

つり筋

L

L

lo/4

印内に継手中心部を設けること。

lo/4 lo/2

lo

Lc

梁巾とする。

○補強部 の厚さは

○ は、はつり部分を示す。

○ は打増し部分を示す。

印内に継手中心部を設けること。ただし圧接の場合は、○

げ角90°のフックをつける。

lo/4 15d以上
Lc

a1

a 220d以上

L*
L

折り曲げ起点は柱中心線を
こえることを原則とする。

a /a ≦1/61 2

D

最 上 階

下端筋は上向き
でも可。

L*

L*

L

La1
a2a /a >1/61 2

一 般 階

L* 1/3以上定着

梁成が異なる場合

D

e

e/D≦1/6 D

e

L

(水平に定着してもよい)

e/D>1/6

第1あばら筋

腹筋30

P P〃〃〃〃〃

○ 印内に継手中心部を設けること。ただし圧接の場合は

lo/4 lo/4lo/2 lo/4

L

L

不連続端 連続端

Lc

斜め可
下向き可

斜め可

L

lo/6

Lc

不連続端 連続端

lo/4

先端 元端

lo

L

Lc

lo/4 lo/2 lo/4

lo

L

LL

地反力を受けない場合

L L

Lc

lo

lo/4lo/4 lo/2

地反力(または杭反力)を受ける場合

L

L

L
以上以上

lo/4 lo/4

lo/4lo/6 15d 15d

溶接金網を用いる場合

ly

A

B DD

AC

C C

C

lx

肩筋D13以上15d以上

t

15d以上

10dかつ150以上

L

上図の●印の鉄筋の末端にはフックが必要。

○溶接継手は、帯筋の項を参照の

6d
以
上

6d
以
上

キャップタイ

8d
以

上

6d以
上

8d以上

8d
以

上

6d
以
上

8d以
上

8
d
以
上

L

巾止筋

腹筋

受筋

つり筋

4d以上

4
d
以
上

4d
以
上

D

b

屋上スラブ隅角補強

3-D13
(長さ2L) 3-D13

(長さ2L)

60
0

600

縦横共

溶接金網

溶接金網 による方法鉄筋による方法

L

柱

横筋
L

L

さし筋は、壁筋と
同径、同ピッチと
する。

梁 梁

L

縦筋

交差部

D13 2-D13 4-D13

D13 2-D13
2-

D13 4-D13

L(定着長さ)

端部

120以下

D13

150

2-D13

100

180以上

4-D13

-D10@200

10以上
10以上打増し

G.L.

30
0
以
上

D

2
0
d以

上 D
50

6
0
1
0
0

コンクリ-ト充てん

杭頭補強筋

Lc

D13@300ダブル

L L

2-D16以上

D13@300ダブル

L

a1

a2
lo/4

15d以上

t

15d以上

L

2
5
d以

上

肩筋(主筋の径以上とする。)

a1/a2≦1/6

(ダブル)

受筋D13

下端筋定着

25d以上

D10イナズマ筋
D10@200

主筋D13

3
0d
以

上

5
0d
以

上

t≧180

4-D13

片持階段

スラブ階段

L
余長15d以上

下端筋定着は

10dかつ150以上

t

t

15d以上

イナズマ筋D10@200

D13

D10

t

lo/4lo/4 lo/2

lo

3
0
0以

上

D13

D10@250

300以上

RC壁・CB壁の補強

D10@250

300以上

3
0
0
以
上

2-D13

t 2t

L

D10

D13

500以上

D10@200 l=400

柱

300以上

t
補強筋

-D10@200(共通)

腹筋に準ずる

t

300以上

梁

補強筋
t

t
30
0
以

上

補強筋

柱

50

500以上

梁は原則として

すべて定着する。

L

500以上 50

L+100

500以上

スラブ

通し配筋可

L+100
壁

500以上

d d

鉄筋のあき

L

15d以上

25d以上

柱径が異なる場合

交互配列

20d以上 20d以上

lo

15d以上 15d以上

15d以上 2 lo/3

25d以上

15d以上

20d以上

20d以上 20d以上25d以上 c

地反力を受ける場合

D

L*
あばら筋と同径、同数で@100以下とする。

L*

L* 斜筋

横筋

縦筋

D

環状筋D13

D
D10

lx/4 lx/4

lx/4

lx/4

40d以上

(フック付)

肩筋D13以上

L

50
d
以

上
30
d
以
上

補強筋D13以上

lo/2

lo

6d以
上

6d以上

床スラブ

lo

6d
以
上

§ 7 基  礎

1-2

コンクリ-ト

1-3

鉄   筋

1-4

そ  の  他

2-1

鉄  筋  の

表示記号

2-2

鉄  筋  の

折り曲げ

2-3

鉄筋の定着及

び重ね継手の

長さ

3-2

主筋の定着

3-1

主筋の継手

2-7

かぶり厚さ

2-6

鉄筋のあき

2-5

鉄筋のフック

の場合10d以上

継手一般

2-4 3-3

3-4

4-1

主筋の継手

4-2

主筋の定着

b)地中小梁

の継手及び

定着

4-6

地中梁及び

a)地中梁の

継手及び定着

b)片持梁の

定  着

定  着

4-5

4-4

副あばら筋

4-3 4-7

梁の貫通補強

5-1

鉄筋の折り曲

げ及び定着

5-2

5-3

6-1

定着及び継手

6-2

7-1

7-2

7-3

基礎と地中梁

8-1

8-2

8-3

打増し補強

8-4

9φ 13φ 16φ 19φ 22φ 25φ

ⅰ)

ⅱ)

ⅲ)

28φ

以下32φ

ⅰ) ⅱ) 以外の

コンクリ-トの割裂のおそれのある部分はL*とし、L*=L+5d とする。

以内で割り付ける

(9φ)をピッチ

②④⑥⑦はスラブ付の場合に限る。

⑦⑧は梁成の大きい場合。

○ ⑥はピッチ2pで交互配置とする。

① ② ③ ④

6d以上⑤ ⑥
⑦ ⑧

(9φ)

(9φ)

φ

φ

1.φが100未満のとき補強を必要としない。
2.φが150以下のとき補強筋は縦横斜筋共2-D13とする。

φ/2 φ/2

6φ@100

φ 2φ

300φ:4-D13  350φ:4-D13  400φ:6-D13
450φ:8-D13  500φ:8-D13  600φ:8-D16

(kg/cm2)

○特記なき場合は、本標準図に従うものとする。

○dは丸鋼では経、異形鉄筋では、呼び名に用いた数値とする。

180°

SR235
SD235

SD295
SD345

(ⅲ) 

SR235
SD235

SD295
SD345

SR235

SD295

SD345

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

600 ≦D <900 2-D10 (１段)

4-D10 (２段)900 ≦D <1200

1200　≦D D10@300

事。

4d以上

○帯筋の加工は下図による。

○フックのない場合

○フックのある場合

○本数に差がある場合

○圧接継手表示

○杭頭補強筋

床スラブ・屋根スラブ

・耐力壁以外の壁

床スラブ・屋根スラブ

・耐力壁

鉄筋の

余長

SR235,SD235

SD295,SD345

SD295,SD345

SD295,SD345

SR235,SD235

SR235,SD235

90°フックも可

つり筋2-D13(束ね筋)以上とする。

設計ピッチ以下

副　帯　筋

帯　 　筋

補　助　筋

あ ば ら 筋

補　助　筋

a）小　梁

継  手

小 梁 及 び

片　持　梁

地 中 小 梁

継　 　手

補　強　筋

補　強　筋

杭　基　礎

べた基礎継手

及 び 定 着

階　 　段

コンクリート

土　 　間

増 築 予 定

・ＳＤ２９５Ａ 　Ｄ１０　Ｄ１３　Ｄ１６

鉄筋コンクリ-ト構造配筋標準図(単位mm)

1-1

基   礎

・ＳＤ３４５ 　Ｄ１９　Ｄ２２　Ｄ２５

備　考 工 事 名

工 事 場 所 設計年月日

年　 　月　 　日

承　認 検　図 担　当

縮　尺

製　図

図 面 番 号
図面名

直接基礎　

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

Ｓ―０１

-

○鉄筋に対するコンクリ-トの設計かぶり厚さと最少かぶり厚さ

・地耐力　175kN/㎡

・躯体コンクリ-ト強度  Ｆｃ＝ 24.0KN/mm2(21＋ 3)

・土間コンクリ-ト強度  Ｆｃ＝ 21.0KN/mm2(18＋ 3)

・捨てコンクリ-ト強度  Ｆｃ＝ 18.0KN/mm2

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

添付資料１５－２



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
ボーリング柱状図

31- 4

3 1 - 5

3 1 - 3
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2 1 - 3

2 1 - 1
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3 1 - 2
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地質調査位置図

ボーリング名

発注機関

調査業者名

孔口標高

総堀進長

EL

+71.52m

10.22m

角
　
度

北 0°

180° 南

東

270°

西

90°

Ｂ－２

有限会社　図南建設コンサルタント

調査位置

主任技師

使
用
機
種

現場代理人

試錐機

エンジン

調査期間

ボーリング

責任者

北緯

東経

コア鑑定者

ハンマー

落下用具

ポンプ

トンビ法東邦D-1　B58s型

ヤンマーＮＦＤ９

方
　
向
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上
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勾
配
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標
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状
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区

分

色
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対

密

度
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対

稠

度
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事

孔
内
水
位
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測
定
日
時

標 　準　 貫　 入　 試　 験

10cmごとの

打撃回数
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回
数
／
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Ｎ　　　値
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原 位 置 試 験

深

度

(m)

試　験　名

及 び 結 果

深

材料採取

(m)

試

度
料

番

号

採

取

方

法

掘

進

月

日

室
内
試
験（

　
　
　
　）
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2
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土

石
灰
石
砂
礫

乳
白～

乳
褐

暗褐

褐

埋土 ２～３０㎜程度の石灰石礫を混入

する粘性土。

洪積層。

中塑性粘土。
含水比は中くらい。

第四紀琉球層群。

礫経２～５０㎜程度の砂礫状。
含水比は低位。

N値にバラツキがにられる。

第四紀琉球石灰岩層
短棒状コア及び岩塊状にて採取さ

れる。
岩自体は多孔質石灰岩。

コア採取率は７０～９０％程度で
部分的に礫状呈す。

石
灰
岩

乳
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乳
白
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10.05

5050
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19 9 5 33 33

4.45

3.15

3.45 30
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2 3 3
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8 8

うるま市字具志川地内

平成 20年 1月 7日 ～ 平成 20年 1月 7日

ＳＲ－５５

▲基礎底＝設計GL-2,05m

▼設計GL

発注機関

調査業者名

孔口標高

総堀進長

EL

角
　
度

北 0°
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東

270°

西
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有限会社　図南建設コンサルタント
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用
機
種

現場代理人

試錐機
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調査期間

責任者
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東経

コア鑑定者

ハンマー

落下用具

ポンプ

トンビ法東邦D-1　B58s型

ヤンマーＮＦＤ９
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水
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原 位 置 試 験

深

度

(m)

試　験　名

及 び 結 果

深

材料採取

(m)

試

度
料
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号

採

取

方

法

掘

進

月

日

室
内
試
験（

　
　
　
　）

1
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9

２～３０㎜程度の石灰石礫を混入
する粘性土。

8.00

7.00

30
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5.45

2.15

2.45

3

30

Ｂ－１

植物根及びコンクリート片を少量
混入する。68.73 1.10 1.10

66.83 1.90 3.00

64.83 2.00 5.00

63.63 1.20 6.20

61.13 2.50 8.70

60.38 0.75 9.45

埋土 暗褐

石灰岩
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第四紀琉球層群。
５０㎜以下の石灰岩砂礫状。

第四紀琉球層群。

第四紀琉球石灰岩層

第四紀琉球石灰岩層

第四紀琉球層群。

短棒状コア及び岩塊状にて採取さ
れる。

Ｎ値５０以上を呈す。

砂礫状呈す。

短棒状コアで岩採取される。

標準貫入試験は反発状態で非常に
硬い。

砂礫状を呈し少量の粘土分を挟む。
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うるま市字具志川地内

ＳＲ－５５

▲基礎底＝設計GL-2,05m

ボーリング名

水平
+69.83m

平成 20年 1月 8日 ～ 平成 20年 1月 8日

ボーリング

9.45m

シート№

調　査　名

事業･工事名

具志川運動公園管理棟地質調査業務
ボーリング№

ボーリング柱状図

調　査　名

事業･工事名

具志川運動公園管理棟地質調査業務
ボーリング№

ボーリング柱状図

シート№

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当
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基礎位置図　S=1:100
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ピット伏図　S=1:100

A3 S=1:200

A1 S=1:100
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F1 F2 F2 F1

F3
F5F6

F4

F3
F5

F4
F1

基礎位置図・ピット伏図

・

・

・

共通事項

基礎下端：GL -2050

ピット底盤下端：GL -1450

ピット下部はFS2とする

・ 　　釜場(300×300×200)を示す.

・ 　　　は平板載荷試験位置を示す.

・ 長期設計支持力度 175kN/㎡

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビジ ネス \和開発ロゴ .bmp,19.9584,16.148



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
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サービスヤード壁（雑詳細図参照）

ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ壁 S1 S1
S1

S1 S1

(S1)
(S1) (S1)
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共通事項

一般基礎下端：GL ±0

　　　　　　：GL -100

　　一般床版：1SL ±0
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・

　　　(　　)：1SL -50

・

　　　はピットを示す.

・ 　　　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ  (FC=18,S=15)

(厚さ150,配筋D10@200ｼﾝｸﾞﾙｸﾛ,枠石厚さ60)
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具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

　　　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ FS1 (FC=21,S=15)

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業
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図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
基礎リスト・部材リスト

基礎リスト S=1/50

F3

A1 S=1:50,20

A3 S=1:100,40

Ｒ階大梁リスト S=1/50

小梁リスト S=1/50

柱リスト S=1/50

S=1/50地中梁リスト

符　号

位　置 全断面 全断面
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X
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100
5
0

6
0
0

100
1,

4
5
0

▼設計GL

2
,0

5
0

2,300

2
,
30

0

13-D16

13-D16

F1

100

5
0

6
0
0

100

1,
4
5
0

▼設計GL

2
,0

5
0

2,000

2,
0
0
0

11-D16

11-D16

F4 F5 F6

100

5
0

6
0
0

100

1,
4
5
0

▼設計GL

2
,0

5
0

14-D16

14-D16

2,500

2
,
5
00

100

5
0

6
0
0

100

1,
4
50

▼設計GL

2
,0

5
0

16-D16

16-D16

2,800

2,
8
00

100

5
0

6
0
0

100

1,
4
50

▼設計GL

2
,0

5
0

19-D19

19-D19

3,200

3,
2
00

100

5
0

6
0
0

100

1,
4
50

▼設計GL

2
,0

5
0

20-D19

20-D19

3,400

3,
4
00

Ｓ―０５

1C1 1C2

柱帯筋、梁接合部については、@150とする。

-D10@100

6-D106-D10

350x1450

-D10@200 -D10@200

床リスト -

符　　号 厚　　さ 位　　置

上　　筋

下　　筋

上　　筋

下　　筋

上　　筋

下　　筋

150

150

S1

CS1

FS1

FS2 200

220～170

短 辺 方 向

D10,D13@200

D10,D13@200 D10,D13@200

D10,D13@200

長 辺 方 向

D13@200

D13@200

D13@200

D10@150

D10@150

D13@100

D13@100

D13@200

D13@200

D13@200

1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
0

1
1
0

60 60 60

606060

11-D16 13-D16 14-D16

16-D16 19-D19 20-D19

X1,X4端部 Y2端部Y1,Y3端部 Y1,Y3端部

X1,X4端部 X1,X3端部

X1,X4端部 X1,X3端部

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業
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図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
雑詳細図

パラペット配筋要領図　S=1/20 屋上点検口立上り配筋要領図　S=1/20トップライト立上り配筋要領図　S=1/20玄関カウンター配筋要領図　S=1/20男女更衣室ベンチ配筋要領図　S=1/20

Ｓ―０６

150

1
7
0

220

1-D13

D10@200

2-D13

2-D13

2
20

3
0

1-D16
フカシ

フカシ

D13@100

D10@150

3
00

170 500

840

170

150 150

1
00

20
0

1
00

600

150 150

2
5
0 15
0

1
0
0

7
0
0

200

2
35

12
0

320

D10@200

1-D13

1FL

D10@200

1-D13

1FL

1-D13 D10@200

RSL水上 RSL水下

1-D13 D10@200

200 200

1,000

窓袖壁配筋要領図　S=1/20足洗い場配筋要領図　S=1/20カウンター配筋要領図　S=1/20出窓配筋要領図　S=1/20基礎接合部補強配筋要領図　S=1/20

浴室ベンチ配筋要領図　S=1/20サービスヤード壁配筋要領図　S=1/20ベンチ配筋要領図　S=1/20

10
0

1
,
10

0

1
5
0

1
50

9
00

150 300 150

400

2
0
1
30

1
4
5

1
50

4
80

7
7
5

45ﾟ

9
00

450

出窓平面 出窓断面

1-D13

D10@200

D10@200

1-D13

1-D13

1-D13

D10@200
1-D13

1FL

GL

D10@200
1-D13

D10@200

1-D13

2
10

1
5
0

19
0

400

300

3
6
0

200

400

D10@200
1-D13

D10@200

1-D13

GL

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｶｼ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｶｼ

50
1
2
0

2
3
0 4
0
0

1FL

2
90

81
0

3
0
0

150

1
,4

0
0

1-D13

1-D13

D10@200

1
5
0

3
50

60
5
0

50
0

50 500 50

600

D10@200

3-D10

ﾍﾞｰｽ筋D10@300

▲GL

2-D10@250

5
0
0
＜

Ｄ
≦

1
0
0
0

3-D13

2-D13

3-D13

0
＜

Ｄ
≦

5
0
0

3-D13

500＜Ｄ≦1000

3-D132-D10@250

0＜Ｄ≦500

495

7575

15020

495

6
80

1
,9

4
0

2
1
0

1-D13

R=
22
0

D10@200

設計GL

6
0

1
5
0

1
5
0

520

D10-200@

犬走りコンクリート

架台配筋要領図　S=1/10

A1 S=1:20,10

A3 S=1:40,20
具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１
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2,000 6,000 2,000 3,000 3,000

2,000 6,000 2,000 3,000 3,000

図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
軸組図１

X3 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000

16,000

2,000 2,000

Y1 Y2 Y3

3,
8
0
0

3,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

A3 S=1:200

A1 S=1:100

OPEN

OPEN

OPEN1C1

RG5 RG5

1C21C1

FG1
FG2

W15

W15

W15CB W15CB

2,500

9
0
0

F4F2 F5

Ｓ―０７

・

・

・

共通事項

一般壁：W15

　　　：増打コンクリート

　　　　CB壁：W15

X2 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000

16,000

2,000 2,000

Y1 Y2 Y3

3,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

1C1

FG1
FG2

W15 1C21C1

RG5 RG5

OPEN
OPEN

OPEN

20
0

F2 F6 F5

X1 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000

16,000

2,000 2,000

Y1 Y2 Y3

3
,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水下 10
0

5
0
0

RSL水上

FG1
FG2

RG4 RG4

1C1 1C1 1C2W15
OPEN

OPEN

1,280
1,310

460

F1 F4 F3

2
,0

5
0

2
,
05

0
2
,
05

0

基礎下端

基礎下端

基礎下端

OPEN

X1+3,200 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000

16,000

2,000 2,000

Y1 Y2 Y3

3,
8
0
0

3,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

W15

B1

2,270

2,
3
15

655 3,075

X1+1,950 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000

16,000

2,000 2,000

Y1 Y2 Y3

3,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

20
0

2
,0

0
0

W15

1,725

X4 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000

16,000

2,000 2,000

Y1 Y2 Y3

3
,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

1C1 OPEN

RG4 RG4

FG1

W15

1C1 1C2OPEN OPEN OPEN OPEN

OPEN
W15 W15

FG1

1,650 1,650 1,650 1,650170 170 375

375

80
0

F1 F1F3

2
,0

5
0

基礎下端

FB5

1,850

46
5

1,585

OPEN

3,365

7351,850

4101,850

20
0 1FL

20
0 1FL

2
00

1FL

2
00

1FL

20
0 1FL

20
0 1FL

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

2,
0
10

OPEN

235 40

2
,2

7
0

2,
2
70

2,290 2,290

2,285

3,0751,650 715
2,

2
70

W15

OPEN OPEN OPEN

1
,3

0
0

1
,3

0
0

1
,3

0
0

1,056

1
,
05

0
70

0

862 862 781838 838 838

25
0

2,
2
0
0

1,
4
1
5

1,
1
70

9
9
0

9
9
0

1
,2

6
0

1
,2

6
0

1,9607
15

2
,2

1
5

2,145

1,870
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図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
軸組図２

X2+3,500 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000

16,000

2,000 2,000

Y1 Y2 Y3

2,000 6,000 2,000 6,000

3,
8
0
0

3,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

A1 S=1:100

A3 S=1:200

FB1

B1 B1

W15W15

Ｓ―０８

・

・

・

共通事項

一般壁：W15

　　　：増打コンクリート

　　　　CB壁：W15

X2+1,250 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000

16,000

2,000 2,000

Y1 Y2 Y3

2,000 6,000 2,000 3,000 3,000

3,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

20
0

2
,0

0
0

1,725

W15

X1+5,600 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000

16,000

2,000 2,000

Y1 Y2 Y3

2,000 6,000 2,000 6,000

3
,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

B1

B1

W15

X2+6,200 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000

16,000

2,000 2,000

Y1 Y2 Y3

2,000 6,000 2,000 6,000

3
,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

B1

B1

W15

FB5

20
0 1FL

20
0 1FL

2
00

1FL

20
0 1FL

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

OPEN

2,110
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2
,
2
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2,
1
3
5

1,070 7701,160
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図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
軸組図３

Y2+2,600 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

2,0002,000

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

2,0002,000 3,200 2,400 2,400 3,500 2,700 1,600 200

3,
8
0
0

3,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

3,
8
0
0

3,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

Y3 通り軸組図　S=1:100

1
0
0

5
0
0

5
0
0

A1 S=1:100

A3 S=1:200

1C2 1C2 1C2 1C2

FG1

RG2 RG2RG3

FG2 FG2

W15 W15 W15

B2

W15

FB2

OPEN

1,280

1,300

OPEN

7
00 1

0
0

1,310 435 1,025

OPEN

2,270

2,
3
15

5,770

F1F4F5F3

Ｓ―０９

・

・

・

共通事項

一般壁：W15

　　　：増打コンクリート

　　　　CB壁：W15

RG1

Y2 通り軸組図　S=1:100 Y2+2,000 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

2,0002,000

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

2,0002,000 3,200 2,400 2,400 3,500 2,700 1,600 200

3,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

3,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

5
0
0

FG1

RG1 RG1

FG1FG1

1C1 1C1 1C1 1C1W15 W15

B5B5

W15

FB6 FB6

W15

OPEN
OPEN OPEN

W15

OPENOPEN

2
,1

0
0

1,100

2
,1

0
0

1,1002,025 4,950 5,025

W15

F4 F6 F5 F3

Y1 通り軸組図　S=1:100 Y1+2,000 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

2,0002,000

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

2,0002,000 5,750 2,250 3,500 4,500

3
,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

3
,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

5
0
0

FG1

RG1

FG1

RG1

FG1

RG1

1C1 1C1 1C1 1C1

B3

W15

FB3

W15

B4

FB4 FB3

W15

B3

OPEN OPEN OPEN

4,150

2
,8

1
0

355 710 430 275

300
OPEN OPEN OPEN

OPEN

OPEN

F1 F1F2 F2

2
,0

5
0

2
,
05

0
2
,
05

0

基礎下端

基礎下端

基礎下端

OPEN

OPEN

1,300

20
0 1FL

20
0 1FL

2
00

1FL

20
0 1FL

20
0 1FL

2
00

1FL

具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)

9
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0
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1
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1
,
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0

2
,2

0
0

1
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1
,
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0

7
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1,845 1,960
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2
,
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5

4
4
0
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1,310

4
1
5

2
,
1
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1,310

OPEN

1
,4

1
5

1
,
17

02,190

46
5

1,310

495
OPEN

1
,4

1
5

1
,
17

01,190

4
4
0

1,310

1,695 670

OPEN

4
1
5

2
,
1
95

OPEN

430 530

5,040

9
9
0

9
9
0

5,040 5,040

9
9
0

1
,9

2
0

1
,9

2
0

1
,9

2
0

1,700

2
,
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5

2,670470 435 4,1502,6702,865 2,465
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2
7
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2
7
0

ＦＡＸ（098）９７４－７６３７

うるま市字喜屋武５９９番地６

電　話（098）９７４－７６３１

有限会社 和 開 発

特定建設業

^@BMC:\ビ ジネ ス\和開発ロゴ.bmp,19.9584,16.148



図面名
図 面 番 号

設計年月日

年　　　月　　　日

承　認

備　考 工 事 名

工 事 場 所 製　図検　図 担　当

縮　尺
軸組図４

Y2+6,100 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

2,0002,000 3,200 2,400 2,400 3,500 2,700 1,600 200

3,
8
0
0

3,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

A3 S=1:200

A1 S=1:100

W15

490 790 790 490

2
,
20

0

2
,
20

0

Ｓ―１０

・

・

・

共通事項

一般壁：W15

　　　：増打コンクリート

　　　　CB壁：W15

Y2+5,300 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

2,0002,000 3,200 2,400 2,400 3,500 2,700 1,600 200

3,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

20
0

2
,
60

0

1,800 90
0

W15

Y2+5,000 通り軸組図　S=1:100

8,000 8,000 8,000

24,000

X1 X2 X4X3

2,0002,000 3,200 2,400 2,400 3,500 2,700 1,600 200

3
,
8
00

3
,
9
00

4
0
0

GL

RSL水上

RSL水下 10
0

5
0
0

W15W15W15
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0

2
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0
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0

2
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0
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2
00
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具志川運動公園管理棟建設工事(建築)

うるま市字大田５１４番地(具志川運動公園内)ＦＡＸ（098）９７４－７６３７
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